


京都府職員（一類）採用試験（技術系・第１回）専門性確認シート※必ず両面印刷（長辺綴じ）で提出すること


[bookmark: _Hlk121422223]（　水　　産　）
	[bookmark: _Hlk80567389]試験区分
	受験番号
	氏名

	水　　産
	
	




【留意事項】
・専門性確認シートの作成にあたっては、必ず記載例を参照し、注意事項を遵守してください。
（記載例の注意事項を遵守できていない場合は、減点とする場合があります。）
・本シートの様式はWordかPDFのいずれかを使用してください。
・記載例の体裁を基準としますので、様式の体裁を変更しないでください。
（様式の体裁を変更し、提出した場合は、減点とする場合があります。）



設問１　これまでの専攻学科、研究論文、職務等において培ってきた得意分野・専門分野を、以下の「分野表１（共通）」から１つ、「分野表２」から１つ選択（必須）し、□に「レ」を記入してください。（「その他」を選択した場合は、括弧内に具体的な分野を記入すること。）
	分野表１
（共通）
	□　漁業
	□　水産生物

	
	□　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



	[bookmark: _Hlk69491127]分野表２
	漁業
	□　①漁具漁法
	□　②漁労技術
	□　③漁業工学

	
	
	□　④水産経済
	□　⑤漁村社会
	□　⑥内水面漁業

	
	
	□　⑦その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	水産生物
	□　⑧水圏環境
	□　⑨資源・生態
	□　⑩栽培・増殖

	
	
	□　⑪養殖・魚病
	□　⑫行動・生理
	□　⑬遺伝・育種

	
	
	□　⑭微生物・化学
	□　⑮利用・加工
	□　⑯その他（　　　　　）

	
	その他
	□　⑰その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



（次頁（裏面）も記入してください。）


	受験番号
	


設問２　設問１で選択した分野表１及び２について、あなたがこれまでに取り組んできた期間と取り組んできたことを、専門性を交えて具体的に記述してください。
	[bookmark: _Hlk126847524]取り組んだ時期と期間
	

	



（次頁も記入してください。）

	受験番号
	



設問３　設問２で記述されたことを踏まえて、今後どのような業務に携わりたいか、また、あなたの専門性をどのように京都府の行政に活かしていきたいかについて、あなたの考えを具体的に記述してください。
	



６一（技術・春）水産　

８一（技術・第１回）水産

  ８ 一 （ 技術・ 第 １ 回 ） 水産   京都府職員（一類 ） 採用試験（ 技術系 ・ 第 １ 回 ）専門性確認シート   （   水    産   ）  

試験区 分  受験番 号  氏 名  

水     産    

    【留意事項】   ・専門性確認シートの作成にあたっては、必ず記載例を参照し、注意事項を遵守してください。   （記載例の注意事項を遵守できていない場合は、減点とする場合があります。）   ・本シートの様式は Word か PDF のいずれかを使用してください。   ・記載例の体裁を基準としますので、様式の体裁を変更しないでください。   （様式の体裁を変更し、提出した場合は、減点とする場合があります。）         設問１   これまでの専攻学科、研究論文、職務等において培ってきた得意分野・専門分野を 、以下の「分野表１ （共通） 」 から１つ、 「分野表２」 から １ つ選択（必須）し、□に「レ」を記入してください。 （ 「 その他 」 を選択した場合は、 括 弧 内に具体的な分野を記入すること。）  

分野表 １   （ 共通 ）  □   漁業  □   水産生物  

□   その他（                                             ）  

 

分野表２  漁 業  □   ① 漁具漁法  □   ② 漁労技術  □   ③ 漁業工学  

□   ④ 水産経済  □   ⑤ 漁村社会  □   ⑥ 内水面漁業  

□   ⑦その他 （                                 ）  

水産生物  □   ⑧ 水圏環境  □   ⑨ 資源・生態  □   ⑩栽培・増殖  

□   ⑪養殖・魚病  □   ⑫行動・生理  □   ⑬遺伝・育種  

□   ⑭微生物・化学  □   ⑮利用・加工  □   ⑯その他（       ）  

その 他  □   ⑰その他（                                 ）  

  （次頁（裏面）も記入してください。）      

※必ず両面印刷（長 辺 綴じ）で提出すること    

